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祝祭日には国旗を掲げましょう

「
み
そ
汁
」の
丁
寧
語
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
お
み
そ
汁
」
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す

が
、
よ
り
丁
寧
に
言
え
ば「
御
御
御
付
け（
お
み

お
つ
け
）」と
な
り
ま
す
。「
お
み
そ
汁
」く
ら
い
で

あ
れ
ば
分
か
り
易
い
で
す
が「
御
」が
３
つ
も
つ
い

た「
御
御
御
付
け
」に
な
る
と
、も
う
原
型
も
あ

り
ま
せ
ん
。

日
本
語
に
は
食
べ
物
の
丁
寧
語
が
い
く
つ
も

存
在
し
ま
す
。「
ご
飯
」や「
お
菓
子
」な
ど
の
ほ

か
、実
は「
お
で
ん
」も
丁
寧
語
で
す
。

食
べ
物
の
丁
寧
語
が
こ
れ
ほ
ど
存
在
す
る
国

は
日
本
以
外
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
人
の
食
べ
物
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
感

謝
が
込
め
ら
れ
た
、
世
界
に
誇
れ
る
文
化
だ
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
犬
）

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
と
本
年
4
月
の
九

州
・
熊
本
地
震
に
お
け
る

被
災
地
支
援
の
一
環
と
し

て
、鈴
の
音
を
祈
り
の
象
徴

と
捉
え
、
下
記
の
通
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
境
内
各
所
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』
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神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

御
案
内

暦
の
上
で
も
夏
至
を
過
ぎ
、

日
毎
に
日
差
し
も
強
く
な
り

夏
本
番
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

御
本
殿
の
奥
庭
、
神
嶽
山
神
苑
の

一
服
の
お
茶
に
て
、
夏
の
暑
さ
を

和
ら
げ
る
ひ
と
時
を…

7
月
及
び
8
月
は
お
休
み
し
、
9
月
よ
り
再
開
し
ま
す
。

日
程
は
決
ま
り
次
第
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。

神
楽
舞
と
雅
楽

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

毎月1日に限り特別に開庵します
どうぞご利用ください
◇午前10時30分／1席（約30分間）
◇午後１時30分／1席（約30分間）
　　　　　　各1席8名まで先着順

茶屋 和楽亭

茶室 直心庵

初めての方もお気軽に茶の湯に親しんでください
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午後5時30分開演予定
平成28年8月15日㈪〔開催日〕

寒川神社境内特設能舞台〔場　所〕

申
込
方
法

　鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※
7
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　先
着
千
名（
一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話

　〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

﹇
往
信
面
﹈

﹇
返
信
面
﹈

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 

係

無
地
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

　終戦記念日の８月15日、先の大戦において尊い命を捧げられた英霊への
慰霊と世界の恒久平和を祈り、相模薪能を開催致します。

第47回 相模薪能

〔演目・演者〕

俊 

成 

忠 

度

中
森 

貫
太
ほ
か

し
ゅ
ん

ぜ
い

た
だ

の
り

能
●

二
　
人
　
袴

野
村 

萬
斎
ほ
か

ふ

た

り

ば
か
ま

狂
言

●

杜
　
　
　
若

観
世 

喜
正
ほ
か

か

き

つ

ば

た

能
●

浜
降
古
式
祭

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

浜
降
祭
（
於
南
湖
浜
）

虫
送
り
祭

神
社
ス
カ
ウ
ト
全
国
大
会

少
年
館
夏
季
錬
成
会

平
和
祈
願
祭

相
模
薪
能

午
前
８
時
30
分

午
後
８
時

午
前
７
時

午
前
11
時

正 

午
午
後
５
時
30
分

15
日

17
日

18
日

19
日

６
日
〜
10
日

８
日
〜
10
日

15
日

７
月

８
月

寒
川
神
社
流
鏑
馬
神
事

　
　
　
　
　
復
興
50
年
記
念
事
業

商
工
祈
願
祭
・
献
灯
奉
告
祭

例
祭
宵
宮
祭

流
鏑
馬
神
事

例
祭

末
社
御
祖
神
社
例
祭

末
社
宮
山
神
社
例
祭

午
前
10
時

午
後
１
時

午
後
２
時

午
前
10
時

午
後
１
時

午
前
10
時

10
日
〜
25
日

19
日

20
日

22
日

29
日

９
月

能「杜若」

狂言「二人袴」

能「俊成忠度」

月
次
祭（
9
月
20
日
除
く
）

毎
月
1
日
・
20
日

午
前
8
時
30
分

1



H A M A O R I S A I

南
地
方
随
一
と
い
わ
れ
る
壮
大

な
夏
の
祭
典
で
あ
る
浜
降
祭

は
、
毎
年
7
月
の
海
の
日
の
早

朝
、
茅
ヶ
崎
・
南
湖
の
浜
（
西
浜
海
岸
）

に
お
い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。
寒
川
神
社
を
は

じ
め
、
寒
川
町
・
茅
ヶ
崎
市
の
各
社
の
神

輿
約
40
基
が
夜
明
け
と
と
も
に
南
湖
の
浜
に

参
集
す
る
そ
の
勇
壮
ぶ
り
か
ら「
暁
の
祭
典
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
神
輿
が
一
堂
に
会
す
る

祭
典
は
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
珍
し
く
、

昭
和
53
年
に
「
神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化

財
」
に
指
定
さ
れ
、「
か
な
が
わ
の
ま
つ
り
50

選
」
に
も
挙
が
る
な
ど
神
奈
川
県
を
代
表

す
る
祭
典
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
祭
典
日
と
梅
雨
明
け
の
時
期
が
概
ね
重
な

る
こ
と
か
ら
、
浜
降
祭
は
「
湘
南
地
方
に
本

格
的
な
夏
の
到
来
を
告
げ
る
祭
典
」
と
い
わ

れ
、
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

来
よ
り
「
ハマ
オ
リ
」
と
は
海
辺

に
お
け
る
「
禊
」
を
意
味
し
て

お
り
、「
海
水
」
の
持
つ
霊
力
に

よ
り
心
身
を
清
め
、
神
霊
の
更
新
を
図
る

と
と
も
に
新
た
な
御
神
威
を
授
か
る
神
事
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
類
例

は
全
国
各
地
に
見
受
け
ら
れ
、
古
く
か
ら
伝

承
さ
れ
て
い
る
習
俗
で
す
。

　
県
内
で
は
、
平
塚
市
鎮
座
の
平
塚
八
幡

宮
の
例
祭
日
に
行
わ
れ
る
浜
降
神
事
を
は
じ

め
、
海
岸
地
域
に
鎮
座
す
る
多
く
の
神
社
で

同
様
の
神
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
当
該
神
社
に
よ
る

単
独
の
神
事
形
態
で
あ
り
、
寒
川
神
社
の

浜
降
祭
の
よ
う
に
近
隣
市
町
の
神
社
の
神
輿

が一
堂
に
参
集
す
る
神
事
は
極
め
て
稀
で
す
。

　
浜
降
祭
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
年

代
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
永

9
年
（
1
7
8
0
）「
当
社
年
中
祭
附
并

神
領
石
高
帳
」
に
「
六
月
十
五
日
、
浜
に

て
御
供
と
御
神
酒
」
と
い
う
記
載
が
確
認

で
き
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
す

で
に
浜
に
お
い
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推

測
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
元
年
（
1
8
0
4
）
に
寒

川
神
社
の
神
主
家
で
あ
っ
た
金
子
伊
予
守
に

宛
て
ら
れ
た
「
神
道
裁
許
状
」
に
は
「
當

社
祭
禮
、
五
月
五
日
、
六
月
十
五
日
、
九

月
十
九
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
付

か
ら
國
府
祭
・
浜
降
祭
・
例
祭
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
國
府
祭
と
浜
降
祭
は

当
神
社
の
例
祭
と
並
ぶ
重
要
な
祭
典
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

述
し
た
よ
う
に
、
浜
降
祭
は
す

で
に
江
戸
期
に
は
確
立
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
は

毎
年
7
月
の
海
の
日
に
固
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
祭
日
の
変
更
が

度
々
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
期
に
は
旧
暦
の
6
月
15
日
に
斎
行

さ
れ
て
い
た
浜
降
祭
で
す
が
、
明
治
6
年
に

旧
暦
か
ら
新
暦
へ
移
行
さ
れ
る
と
、
浜
降
祭

も
旧
暦
の
6
月
15
日
か
ら
新
暦
の
6
月
30

日
に
変
更
さ
れ
大
祓
神
事
と
同
日
に
な
り
ま

し
た
。

　
明
治
7
年
（
1
8
7
4
）
の
社
務
日
誌

に
よ
る
と
、
当
時
す
で
に
寒
川
神
社
の
他
に

八
幡
神
社
（
寒
川
町
一
之
宮
）、
鶴
嶺
八
幡

社
（
茅
ヶ
崎
市
浜
之
郷
）、子
聖
神
社
（
藤

沢
市
獺
郷
）、
渋
谷
神
社
（
海
老
名
市
門

沢
橋
）
の
合
計
5
社
に
て
浜
降
祭
を
斎
行

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
鶴
嶺
八
幡
社
の
存

在
で
す
。
も
と
も
と
鶴
嶺
八
幡
社
は
6
月
29

日
を
水
無
月
大
祓
と
定
め
て
、
独
自
に
禊
神

事
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
明
治
6
年
に
同
神
社
が
寒
川
神
社
の

摂
社
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
以
降
寒
川
神

社
と
鶴
嶺
八
幡
社
と
共
同
で
浜
降
祭
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
9
年
に
は
農
作
業
の
繁
忙
期
に
あ

た
る
と
の
理
由
か
ら
、
祭
典
日
は
そ
れ
ま
で

の
6
月
30
日
か
ら
7
月
15
日
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
10
年
に
な
る
と
鶴
嶺
八
幡
社

の
摂
社
が
解
除
さ
れ
、
翌
11
年
に
は
旧
儀
の

通
り
、
両
社
単
独
で
浜
降
祭
を
斎
行
す
る

形
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
正
12
年

（
1
9
2
3
）
に
再
び
鶴
嶺
八
幡
社
は
寒

川
神
社
の
浜
降
祭
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

複
雑
な
事
情
も
あ
っ
て
現
在
、
神
輿
の
渡

幸
に
際
し
、
鶴
嶺
八
幡
社
が
当
神
社
の
先

導
役
（「
先
駆
神
社
」
と
い
う
）
を
務
め
る

慣
例
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

川
神
社
を
は
じ
め
各
社
の
神
輿

が
参
集
す
る
形
態
を
有
し
て
い

た
浜
降
祭
で
す
が
、
現
在
の
祭

場
で
あ
る
茅
ヶ
崎
市
・
南
湖
の
浜
で
始
ま
っ

た
理
由
に
つい
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一つ
が
御
祭
神
降
臨
伝
承
説
で
す
。

南
湖
の
浜
に
は
八
大
龍
王
の
碑
文
が
祀
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
場
所
が
寒
川
大
明
神
の
降
臨

地
で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
史
料

的
な
確
証
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
伝
承
の

域
を
出
ま
せ
ん
。

　
も
う
一つ
は
、
天
保
年
間
に
起
こっ
た
歴
史

的
事
実
に
基
づ
く
説
で
あ
り
、
看
過
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
天
保
9
年
（
1
8
3
8
）
5
月
5
日
、

國
府
祭
に
参
加
し
た
寒
川
神
社
の
神
輿
が

そ
の
帰
路
、
馬
入
の
渡
し
場
（
現
平
塚
市
）

で
地
元
氏
子
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
大

雨
に
よ
り
増
水
し
た
相
模
川
に
転
落
し
、

遥
か
相
模
湾
ま
で
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
と
き
狼
藉
を
は
た
ら
い
た
16
人
に

は
打
首
の
刑
が
科
さ
れ
ま
し
た
が
、
代
官
・

江
川
太
郎
左
衛
門
の
温
情
に
よ
り
、
丁
髷

を
切
落
と
す
こ
と
で
事
済
み
と
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
丁
髷
は
馬
入
の
蓮
光
寺
に
葬
ら
れ
、

現
在
「
丁
髷
塚
」
と
し
て
そ
の
姿
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
寒
川
神
社
で
は
神
輿
流
失
と
い

う
未
曾
有
の
状
況
に
際
し
て
、
湘
南
海
岸
一

帯
の
村
々
に
対
し
て
、
300
石
の
報
償
金
を
付

け
、
神
輿
の
捜
索
を
依
頼
し
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
寒
川
神
社
が
徳
川
幕
府
か
ら
与

え
ら
れ
た
社
領
は
100
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑

み
る
と
、
神
輿
の
捜
索
を
い
か
に
重
要
な
事

項
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

浜降祭
は  ま お  り さ  い

徹 底 解 説

徹底解説 浜降祭

浜
降
祭
と
は

浜
降
祭
の
変
遷

湘

先

寒

古浜
降
祭
の
意
義

御
旅
所
神
主「
鈴
木
孫
七
」

神道裁許状（文化元年）

み
そ
ぎ

と
う

し
ん

こ
く
だ
か

か
ね
こ

い

よ
の
か
み

ち
ょ
う

り
ょ
う

し
ゃ
ね
ん
ち
ゅ
う
さ
い

ふ

な
ら
び

ね
の
ひ
じ
り

お
そ
ご
う

せ
ん
く

ば

え

ち
ょ
ん
ま
げ

が
わ

た

ろ
う

ざ

え

も
ん

に
ゅ
う

す
ず

き

ま
ご

し
ち
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本
年
も
、寒
川
駅
前
公
園
に
て
「
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
浜
降
祭
の
伝

統
を
後
世
に
継
承
す
る
べ
く
、
寒
川
４
社
（
寒
川
神
社
・

菅
谷
神
社
・
倉
見
神
社
・
八
幡
大
神
）
の
神
輿
が
寒

川
駅
前
公
園
に
集
結
し
ま
す
。
浜
降
祭
の
帰
路
、
御
神

威
も
新
た
な
神
輿
が
乱
舞
し
、
町
の
活
性
化
が
図
ら
れ

ま
す
。

例
年
、
同
所
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興

祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
過
日
発

生
し
た
九
州
・
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
へ々
の
祈
り

も
込
め
た
復
興
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

徹底解説 浜降祭

H A M A O R I S A I H A M A O R I S A I

一
之
宮
行
在
所

　
捜
索
を
依
頼
し
て
か
ら
数
日
後
、
南
湖

の
浜
で
地
引
網
を
曳
い
て
い
た
地
元
に
住
む

網
元
・
鈴
木
孫
七
は
、
海
中
に
沈
ん
だ
神

輿
を
発
見
し
ま
し
た
。
孫
七
は
神
輿
を
自

宅
の
裏
山
に
安
置
し
て
寒
川
神
社
へ
急
報
、

3
日
後
無
事
に
神
輿
は
寒
川
神
社
に
戻
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
功
績
に
よ
り

孫
七
は
寒
川
神
社
よ
り
若
干
の
社
地
を
賜

わ
り
、
寒
川
神
社
の
禊
場
も
孫
七
の
漁
場

で
あ
る
南
湖
の
浜
へ
移
さ
れ
、
同
地
に
寒
川

神
社
の
神
輿
が
渡
御
す
る
の
が
慣
例
と
な

り
、
鈴
木
家
は
御
旅
所
神
主
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
以
後
、
鈴
木
家
は
代
々
「
鈴
木

孫
七
」
と
名
乗
り
御
旅
所
神
主
を
務
め
る

よ
う
に
な
り
、現
在
で
10
代
目
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
で
も
鈴
木

家
は
浜
降
祭
で
重

要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
そ
の
一
つ

が
寒
川
神
社
の
駐

輿
場
所
の
準
備
で

す
。

　
浜
降
祭
の
前

日
、
寒
川
神
社
が

着
御
す
る
場
所
に

盛
り
砂
を
し
、「
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
」
と
「
ハマ
ゴ
ウ
」

が
敷
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
四
隅
に
斎
竹
が
立

て
ら
れ
注
連
縄
が
張
ら
れ
ま
す
。「
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
」
は
海
藻
の
一
種
で
、「
神
馬
藻
」
と
い

う
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
古
名
の
「
ナ
ノ
リ
ソ
」

は
和
歌
の
中
で
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
古
く
か

ら
特
別
な
海
藻
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と

推
測
で
き
ま
す
。
一
方
「
ハマ
ゴ
ウ
」
は
、
本

州
か
ら
沖
縄
に
か
け
て
の
砂
地
に
生
育
す
る

海
浜
植
物
で
す
。
天
保
年
間
に
寒
川
神
社

の
神
輿
を
引
き
上
げ
た
際
、
付
近
に
自
生

し
て
い
た
ハマ
ゴ
ウ
を
採
り
そ
の
上
に
神
輿
を

安
置
し
、
寒
川
神
社
に
急
報
し
た
こ
と
に

因
み
、
現
在
で
も
神
輿
の
褥
（
下
に
敷
く

も
の
）
と
し
て
敷
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
以
前
は
、
茅
ヶ
崎
の
海
岸
一
帯
で

も
自
生
し
て
い
た
ハマ
ゴ
ウ
も
、
次
第
に
そ
の

数
が
少
な
く
な
り
、
現
在
で
は
鈴
木
家
の

庭
で
育
て
ら
れ
た
ハマ
ゴ
ウ
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
天
保
年
間
に
流
出
し
た
神
輿
は
、
天
保

15
年
（
1
8
4
4
）
に
岡
田
村
の
菅
谷
神

社
に
金
子
15
両
・
神
酒
1
駄
で
譲
渡
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
を
も
つ
菅
谷
神

社
の
神
輿
は
、
浜
降
祭
で
特
別
な
地
位
を

与
え
ら
れ
、
現
在
で
も
南
湖
の
浜
で
の
席

次
は
寒
川
神
社
に
次
ぐ
座
を
確
保
し
て
お

り
、
常
に
寒
川
神
社
の
東
隣
の
席
次
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

降
祭
の
帰
路
、
寒
川
神
社
の

神
輿
は
寒
川
町
一
之
宮
の
行
在

所
に
立
ち
寄
り
ま
す
。
こ
の
場

所
に
は
「
寒
川
神
社
駐
輿
記
」
が
記
さ
れ

た
石
碑
が
残
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
寒
川
神

社
の
神
輿
が
当
所
に
ご
休
憩
の
際
、
清
浄

な
場
所
で
栽
培
さ
れ
た
麦
藁
に
火
を
つ
け
て

神
輿
に
投
げ
つ
け
て
い
た
と
い
う
事
実
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
意
義
に
つ
い
て
は
「
か
つ
て
鈴
木
孫
七

が
寒
川
神
社
の
神
輿
を
発
見
し
寒
川
神
社

に
届
け
る
際
、
濡
れ
た
神
輿
を
こ
の
地
で
火

を
焚
い
て
乾
か
し
た
と
い
う
説
」「
浜
で
の

祭
典
を
終
え
て
神
社
に
還
幸
す
る
神
輿
へ
の

迎
え
火
と
い
う
説
」「
浜
で
の
海
水
に
よ
る

清
め
と
、
火
に
よ
る
清
め
の
意
味
を
持
つ
と

い
う
説
」
な
ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
一
之
宮
の
行
在
所
に
お
い
て
こ
の

よ
う
な
儀
式
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
寒

川
神
社
の
神
輿
が
浜
へ
渡
御
の
道
中
、
一
之

宮
に
て
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
送
り
火
が
焚
か

れ
て
い
ま
す
。
暗
闇
を
ゆ
く
神
輿
の
安
全
を

祈
念
す
る
よ
う
に
燃
え
る
火
の
情
景
は
、

今
も
昔
も
明
る
く
神
輿
を
照
ら
し
て
い
ま

す
。

浜

寒川神社駐輿記 一之宮行在所 供饌祭

ホンダワラとハマゴウ

御旅所神主裁許状（天保12年）

平成28年 寒川神社
御神幸時間表
7月18日㈪ 海の日
2：30

3：40
4：50
5：30
6：00
7：00

8：30
9：10
9：45
10：20
11：40
13：00

発輿祭
社頭発輿
一之宮御通過
田端（神輿を車輌に奉安）
国道 134 号線西浜交差点（舁輿）
南湖浜祭場着御
浜降祭祭典斎行
祭場発輿
国道 134 号線（神輿を車輌に奉安）
田端行在所供饌祭
一之宮行在所供饌祭
寒川駅前公園　復興祈願祭
寒川神社御旅所祭
社頭還幸

さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
開
催

寒川神社商工奉賛会

商工奉賛会会員 随時募集中

▲うちわ
※うちわのデザインは
　毎年変わります。

▼マフラータオル ▲バンダナ

販売場所：浜降祭広報宣伝櫓下特設テント

浜降祭記念グッズ

浜降祭
当日限定!!

八
大
龍
王
神

八

坂

神

社

嚴

島

神

社

神

明

宮

第
六
天
神
社

八

幡

大

神

倉

見

神

社

菅

谷

神

社

寒
川
神
社

腰

掛

神

社

八

坂

神

社

八

幡

大

神

諏

訪

神

社

熊

野

神

社

八
王
子
神
社

八
王
子
神
社

諏

訪

神

社

中

海

岸

本

村

新

町

十

間

坂

十

間

坂

一

之

宮

倉

見

岡

田

芹

沢

堤甘

沼

香

川

小

和

田

室

田

菱

沼

下

寺

尾

本

社

宮

日

吉

神

社

神

明

大

神

八

幡

宮

三

島

大

神

松

尾

大

神

日

枝

神

社

中
海
岸
神
社

鶴
嶺
八
幡
社

八

雲

大

神

神

明

大

神

熊

野

神

社

金
刀
比
羅
神
社

八

雲

神

社

茶
屋
町
大
神
宮

住

吉

神

社

御

霊

神

社

矢

畑

西

久

保

円

蔵

柳

島

萩

園

今

宿

中

島

中

海

岸

浜

之

郷

上
赤
羽
根

下
赤
羽
根

高

田

南
湖
上
町

南
湖
中
町

茶

屋

町

南
湖
下
町

鳥

井

戸

（
順
不
同
）

相
模
國

一
之
宮

浜降祭参加神社一覧

し
と
ね

あ
ん

ざ
い

し
ょ
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年
参
講
大
祭

浦
安
の
舞
講
習
会

昭
和
祭

内
の
桜
も
満
開
に
な
る
頃
、
寒
川

大
明
神
を
崇
敬
す
る
講
員
一
同

が
、
日
頃
の
御
神
徳
に
感
謝
の
念

を
捧
げ
つ
つ
、
御
神
前
に
御
神
楽
を
奉
納
し
て

地
域
の
安
全
と
講
員
の
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
年
参
講
大
祭
が
４
月
２
・
３
日
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
花
見
に
は
少
し
肌
寒
い
気
温
で
し
た
が
、
境

内
で
は
奉
納
演
芸
等
の
催
し
も
あ
り
、
社
頭

は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

社
音
楽
協
会
会
長
・
先
﨑
徑
子

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
浦
安

の
舞
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
舞
は
「
天
地
の 

神
に
ぞ
祈
る 

朝
な
ぎ

の 

海
の
ご
と
く
に 

波
た
た
ぬ
世
を
」
と
い
う
昭

和
天
皇
御
製
を
も
と
に
、
昭
和
15
年
に
皇
紀

二
六
〇
〇
年
を
奉
祝
し
作
曲
・
振
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
受
講
生
は
、
先
生
の
指
導
の
下
、
舞
に

対
す
る
心
構
え
と
、
大
前
奉
仕
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
の
舞
は
、
当
神
社
の
例
祭
等
で
奉
奏
さ

れ
ま
す
。

和
天
皇
の
御
誕
生
日
で
あ
る
4
月

29
日
（
昭
和
の
日
）
に
、
終
戦
後

の
我
が
国
の
礎
を
お
築
き
に
な
ら

れ
た
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
を
仰
ぎ
そ
の
偉
業

を
偲
ぶ
、昭
和
祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
日
は
「
激
動
の
日
々
を
経
て
、
復

興
を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み
、
国
の
将

来
に
思
い
を
致
す
」
と
の
趣
旨
の
下
、
平
成

19
年
に
「
み
ど
り
の
日
」
か
ら
名
称
が
変
わ
っ

た
祭
日
で
す
。

　
当
神
社
で
も
、
同
年
よ
り
昭
和
祭
を
斎
行

し
、
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
と
、
常
に
国
民
と
と

も
に
あ
ら
れ
よ
う
と
せ
ら
れ
た
大
御
心
を
拝
し
、

昭
和
の
御
代
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
皇
室
の

弥
栄
と
国
の
隆
昌
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

務
所
北
側
部
分
の
経
年
劣
化
に
伴

う
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
、
こ
の

度
、
上
棟
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
12
日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
て
以

来
、
順
調
に
作
業
も
進
捗
し
、
予
定
通
り
棟

上
げ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
内
装
工
事
が
進
め
ら
れ
、
本
年
９
月
下

旬
の
竣
功
が
目
指
さ
れ
ま
す
。

　
改
築
中
の
こ
の
建
物
に
は
、
複
数
の
部
署
の

事
務
室
等
が
設
け
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

な
お一
層
の
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

降
祭
と
並
ぶ
寒
川
神
社
の
二
大

神
幸
祭
で
あ
り
「
天
下
祭
」
と
も

称
さ
れ
る
國
府
祭
が
５
月
５
日
に

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
暴
風
雨
か
ら
打
っ
て
変
わ
り
、
あ
た

か
も
台
風
一
過
の
よ
う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
５

月
と
は
思
え
な
い
暑
さ
の
中
、
相
模
國
一
之
宮

寒
川
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
相
模
国
５
社
が

大
磯
町
国
府
本
郷
の
神
揃
山
に
集
結
し
神
事

が
行
わ
れ
た
後
、
総
社
・
六
所
神
社
を
加
え

て
神
揃
山
麓
の
祭
場
に
て
大
矢
場
神
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寒
川
神
社
と
川
勾
神
社
の一
宮
争
い
を
儀
式

化
し
た
古
式
「
座
問
答
」
は
三
之
宮
・
比
々

多
神
社
宮
司
に
よ
り
「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
と

仲
裁
さ
れ
、
結
局
今
年
も
決
着
す
る
こ
と
は

な
く
、
見
学
の
方
か
ら
は
笑
い
が
こ
ぼ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
も
、
社
頭
発
輿
か
ら
還
幸
ま
で
の
道
中

で
は
、沿
道
の
皆
様
に
「
ち
ま
き
」
が
頒
布
さ
れ
、

無
病
息
災
と
厄
除
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

速
神
楽
は
宮
中
で
行
わ
れ
る
御
神

楽
と
は
異
な
り
、
関
西
地
方
を
中

心
に
伝
わ
る
里
神
楽
の
一
種
で
す
。

そ
の
起
源
は
諸
説
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
全

国
の
神
社
や
神
職
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
、

京
都
・
吉
田
神
社
の
神
官
・
吉
田
兼
倶
を
祖

と
し
た
家
系
が
神
楽
125
座
を
編
み
出
し
の
が

始
ま
り
と
す
る
「
吉
田
家
説
」
と
、
か
つ
て
伏

見
稲
荷
神
社
に
伝
わ
っ
て
い
た
御
所
神
楽
25
座

の
う
ち
16
座
程
が
浪
速
神
楽
と
共
通
す
る
こ

と
に
よ
る「
伏
見
稲
荷
神
社
説
」が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
神
社
で
は
津
守
神
社
（
大
阪
市

西
成
区
）
宮
司
・
今
江
隆
道
氏
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
て
い
る
も
の
を
神
職
・
巫
女
が
毎
年
３

日
間
に
亘
り
ご
指
導
頂
く
と
と
も
に
、
日
々
稽

古
に
励
み
御
神
前
に
奉
納
し
て
お
り
ま
す
。

境

昭

社
務
所
新
館
改
築
工
事
上
棟
祭

社國
府
祭

浜

神

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

年
参
講
大
祭

浦
安
の
舞
講
習
会

昭
和
祭

４
月
２
・
３
日

25
〜
28
日

29
日

社
務
所
新
館

　
　
改
築
工
事
上
棟
祭

國
府
祭

馬
場
西
側
玉
垣

　
　
改
修
工
事
清
祓
式

全
総
代
・
各
種
委
員
研
修
旅
行

５
月

１
日

５
日

９
日

21
日

寒
川
神
社
全
総
代
会

浪
速
神
楽
講
習
会

水
無
月
大
祓
式
・
茅
の
輪
神
事

大
祓
祈
願
祭

６
月

１
日

15
〜
17
日

30
日

月
次
祭

毎
月
１
日・
20
日

社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

浪
速
神
楽
講
習
会

浪

石田純一氏ご参拝
　５月７日、俳優の石田純一氏がご参拝
されました。
　長年に亘りご参拝頂いておりますが、神
苑のご見学は初めてとのことで、和楽亭に
お立ち寄りになり、和やかなひと時をお過
ごし頂きました。

［写真説明］
①昭和祭 献饌

②浦安の舞講習会
③社務所新館改築工事上棟祭

④浪速神楽講習会
⑤國府祭 発輿祭

⑥國府祭 古式「座問答」

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

あ
め
つ
ち

か
ね
と
も
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４
月
５
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
ブ
ルッ
ク
リ
ン
植
物
園
（
詳

細
は
10
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）
で
園
内
の
日

本
庭
園
創
設
100
周
年
を
記
念
す
る
式

典
が
開
催
さ
れ
、
神
社
本
庁
田
中
恆

清
総
長
（
京
都
府
・
石
清
水
八
幡

宮
宮
司
）、
当
神
社
利
根
宮
司
出
席

の
下
、
同
園
に
子
供
神
輿
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
贈
は
、
一
昨
年
に
田
中

総
長
が
同
園
で
行
っ
た
講
演
会
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
当
神
社
が
協
力
・
支

援
を
申
し
出
る
形
で
実
現
し
た
も
の
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
ス
コッ
ト
・
メ
ド
ベ

リ
ー
理
事
長
が
同
園
内
に
あ
る
日
本

庭
園
が
100
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
紹

介
し
「
こ
の
記
念
の
年
に
貴
重
な
贈

り
物
を
頂
き
と
て
も
喜
ん
で
い
る
」
と

両
氏
に
謝
意
を
表
し
た
上
で
「
こ
の

神
輿
は
世
紀
を
越
え
て
こ
の
ニュ
ー
ヨ
ー

ク
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
く
だ
ろ

う
」
と
結
び
ま
し
た
。

　
式
典
中
、
田
中
総
長
が
「
神
輿
に

は
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
皆
様
方
が
一
緒
に
担
い

で
頂
き
日
本
の
精
神
性
・
伝
統
文
化

を
感
じ
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、

引
続
き
利
根
宮
司
よ
り
、
同
園
が
子

供
た
ち
へ
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
「
こ
ち
ら
に
お
住
ま
い
の

皆
様
、
特
に
お
子
様
方
に
日
本
の
文

化
や
精
神
に
直
接
触
れ
て
頂
き
た
い
と

の
思
い
を
込
め
て
子
供
神
輿
を
奉
納

さ
せ
て
頂
い
た
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
（
両
氏
の
挨
拶
概
要
に
つ
い
て
は

下
記
）。

　
寄
贈
し
た
子
供
神
輿
は
、
当
神
社

の
本
神
輿
と
同
じ
東
京
・
浅
草
の
業

者
が
製
作
し
た
漆
塗
り
の
本
格
的
な

神
輿
で
、
頂
部
に
あ
し
ら
わ
れ
た
鳳

凰
の
足
元
に
は
「
寒
川
」
と
書
か
れ

た
駒
札
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
神

輿
は
６
月
末
ま
で
同
園
温
室
内
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
、
来
年
４
月

末
に
は
同
園
内
で
行
わ
れ
る
恒
例
の

桜
祭
り
で
、
満
開
の
桜
の
下
、
現
地

の
人
々
に
よ
り
担
が
れ
る
予
定
で
す
。

N
Y
へ
子
供
神
輿
寄
贈

―
 

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
　
日
本
庭
園
創
設
100
周
年
に
合
わ
せ
て ―

　
平
成
26
年
11
月
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
で
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
園
長
の
ス
コ
ッ
ト
さ
ん
に
日
本
庭
園
を

ご
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
日
本
庭
園
に
は
神
社
が
お
祀

り
さ
れ
て
い
て
、
鳥
居
も
あ
っ
た
の
で
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
の
際
、
毎
年
４
月
に
桜
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
と

聞
き
、
是
非
日
本
の
象
徴
的
な
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と

思
い
、
日
本
に
帰
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た
結
果
、
寒
川
神

社
の
利
根
宮
司
が
「
そ
れ
で
は
自
分
が
奉
納
し
よ
う
」
と
申
し

出
て
下
さ
り
今
回
の
神
輿
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
神
輿
に
は
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
植
物
園
で
皆
様
方
が
一
緒
に
担
い
で
頂
き
日
本
の
精
神
性
・

伝
統
文
化
を
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
日
本
庭
園
を
100
年
間
ず
っ
と
引
継
い
で
き
た
皆
様
へ

の
ほ
ん
の
恩
返
し
で
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
交
流
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
日
本
庭
園
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
の
は
お
稲

荷
さ
ん
で
商
売
繁
盛
の
御
神
徳
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ

の
神
輿
と
お
稲
荷
さ
ん
が
あ
る
限
り
は
こ
の
植
物
園
に
は
永
遠

に
た
く
さ
ん
の
方
が
お
越
し
に
な
っ
て
栄
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
私
ど
も
と
皆
様
方
の
交
流
が
い
よ
い
よ
深
め
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
私
か
ら
の
挨
拶
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
住
ま
い

の
皆
様
に
子
供
神
輿
を
奉
納
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
叶
い
、
さ
ら

に
挨
拶
の
機
会
ま
で
頂
戴
し
大
変
感
慨
深
い
思
い
で
す
。

　
日
本
で
は
こ
の
時
期
は
別
れ
と
出
会
い
の
時
期
に
あ
た
り
、

私
も
こ
の
季
節
に
新
た
な
出
会
い
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
神
社
本
庁
の
田
中
総
長
様
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物

園
を
訪
れ
た
際
、
記
念
に
神
社
界
か
ら
何
か
奉
納
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た
結
果
、

同
植
物
園
で
は
菜
園
で
子
供
た
ち
が
野
菜
や
植
物
を
育
て
た

り
、
植
林
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
様
々
な
機
会
を
提
供
す
る
な

ど
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
教
育
に
力
を
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
子
供
神
輿
を
奉
納
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
日
本
か
ら
離
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
に
お
住
ま
い
の
皆
様
、
特
に
お
子
様
方
に
は
日
本
の
文
化
や

精
神
に
直
接
触
れ
て
頂
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
子
供
神
輿

を
奉
納
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
神
輿
を
担
ぐ
子
供
た
ち
に
は
桜
色
の
未
来
が
待
っ
て
お
り
、

そ
の
未
来
は
こ
の
神
輿
の
様
に
輝
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
本
日
の
出
会
い

に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田中総長

挨 拶

利根宮司

挨 拶

クローズアップ
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ブ
ルッ
ク
リ
ン
植
物
園
は
、
明
治
43
年
に
ニュ
ー

ヨ
ー
ク
市
ブ
ルッ
ク
リ
ン
区
に
開
園
し
た
都
市
型

植
物
園
で
あ
り
、
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
21
万
㎡
・

東
京
ド
ー
ム
約
４
個
半
）も
の
広
大
な
敷
地
に
、

日
本
庭
園
・
バ
ラ
園
・
盆
栽
博
物
館
の
他
、

３
つ
の
異
な
る
気
候
の
温
室
な
ど
に
１
万
本
を

超
え
る
植
物
が
育
て
ら
れ
、
年
間
90
万
人
を

超
え
る
入
園
者
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
園
内
に

は
今
回
寄
贈
し
た
神
輿
が
展
示
さ
れ
て
い
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
園
内
の
広
場
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
に
日
本
政
府
か
ら
贈
ら
れ
た
200
本
も
の
桜
並

木
が
連
な
り
、
毎
年
４
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
桜

祭
り
に
は
２
日
間
で
８
万
人
も
の
来
場
者
が
訪

れ
、
園
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
園
内
の
日
本
庭
園
は
今
か
ら
100
年
前
の
大

正
４
年
に
千
葉
県
出
身
の
塩
田
武
雄
氏
に
よ
っ

て
造
園
さ
れ
た
も
の
。
塩
田
氏
が
渡
米
し
た
明

治
40
年
当
時
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
日
本
庭
園

を
造
る
こ
と
が
一
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
頃

で
、
最
初
に
手
が
け
た
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
図
書
館
展

示
用
「
日
本
の
風
景
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
」
製

作
が
評
価
さ
れ
、
ブ
ルッ
ク
リ
ン
公
園
の
日
本
庭

園
の
仕
事
を
任
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
正
４
年
に
完
成
し
た
こ
の
庭
園
こ
そ

が
ア
メ
リ
カ
の
公
園
に
お
け
る
最
初
の
日
本
庭

園
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
庭
園
内
の
池
に
は
朱
塗
り
の
大
鳥
居
や
稲
荷

社
な
ど
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
米
間
が

戦
争
状
態
に
あ
っ
た
時
期
で
も
保
護
さ
れ
、
壊

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
で
は
、

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
日
本
人
に
と
っ
て
、
遠
い
故

郷
の
風
景
を
懐
か
し
む
こ
と
が
で
き
る
憩
い
の
場

所
と
し
て
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
園
は
、
開
園
当
初
か
ら
子
供
農

園
を
設
け
る
な
ど
子
供
た
ち
へ
の
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う

大
都
市
に
あ
り
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
園
内
を

探
検
し
植
物
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ

な
発
見
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
草
原
・
林
・
湿
地
帯
・
学
び
の
庭

の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
」
と
い
う
エ
リ
ア
に
は
、
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
や
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
設
置
さ

れ
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
動
植
物
の
生
態

系
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
」
と
う
い
う
エ

リ
ア
で
は
、
近
隣
の
学
校
と
提
携
し
、
子
供

た
ち
が
自
ら
の
手
で
ガ
ー
デ
ニン
グ
な
ど
に
取
り

組
み
、
植
生
を
学
べ
る
場
所
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

子供農園初収穫（大正3年）開演当時の日本庭園（大正4年）現在の日本庭園（平成28年）

上）庭園内の稲荷社
下）ディスカバリー・ガーデン

Brooklyn Botanic Garden
ブルックリン植物園のご紹介

information

お 知らせ

Brooklyn Botanic Garden（ブルックリン植物園）
住所：1000 Washington Ave. Brooklyn, NY 11225, U.S.A　休園日：月曜日
URL：http://www.bbg.org/　※詳細はホームページでご確認ください。

前号（504号）より連載がス
タート致しました「NY見聞
録」につきましては、編集の
都合上、今号はお休みさせ
て頂きます。
第2回の連載につきましては
次号（506号）にて掲載致し
ます。
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寒川神社流鏑馬神事
復興50年記念

人馬の呼吸が合い一体となって見えるさま
馬術における人馬一体の極致を表現した言葉

鞍
下
無
馬

鞍
上
無
人

あ
ん
じ
ょ
う
ひ
と
な
く

　
　あ
ん
か
う
ま
な
し

天長地久
天地が永久であるように、物事が終わることなくいつまでも続くこと

て ん ち ょ う ち き ゅ う

9月19日［月・祝］ 
  20日［火］

19日…午後1時  宵宮祭／午後2時  流鏑馬神事
20日…午前10時  例祭

寒川神社社務所 ☎0467-75-0004

「春風亭柳之助」

例祭

寒川神社神馬「平安」号
天長地久の式

神
賑
行
事

9月19日［月・祝］・20日［火］両日
献茶
献花
献句
盆栽展
祭囃子
水石と美石展
奉納演芸

裏千家田津原社中

千家古流森久保社中

寒 川 俳 壇

寒川町盆栽会

寒川町祭囃子保存会連合会

湘南石同好会

宮山総代

9月20日［火］
剣道大会
空手道演武
万灯パレード
神輿境内巡行

寒川町剣道協会

寒川町空手道協会

立正佼成会湘南教会

宮山神輿愛好会 

9月19日［月・祝］
落 語
流鏑馬神事

※寒川神社参集殿　寒川神社商工奉賛会

大日本弓馬会　

9月18日［日］
柔道大会 ※寒川総合体育会武道場　寒川町柔道協会

9月1日［木］～22日［木・祝］
テニス大会 ※寒川ローンテニスクラブ

流鏑馬神事

やぶさめ教室開催

同時公開 神宮式年遷宮

記念展示

御装束神宝
寒川神社所蔵

場所：寒川神社客殿1階特設会場金蒔絵鞍鐙（左）
皇大神宮御神宝 革御靱（右）

刀剣

9月19日［月・祝］ 14時

9月10日［土］ ～25日［日］ 

9月11日［日］
寒川神社に神馬が来る！
寒川神社の神馬「平安」号が一足早く皆さんにご挨拶
実際に本番で走る神馬を間近で見られます
装束を着た射手にも会えるかも…
流鏑馬について分かりやすく、楽しくレクチャーします
ぜひお子さんと一緒にお越しください

馬と信仰
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蜘
蛛
の
囲
の
水
晶
と
な
り
昨
夜
の
雨 

飛
石
　
槿
花

は
じ
ま
り
の
色
み
な
淡
く
七
変
化 

菅
沼
　
保
幸

梅
雨
空
に
外
れ
馬
券
の
宙
に
舞
う 

伊
藤
　
公
一

梅
雨
は
げ
し
難
聴
の
母
深
眠
り 

石
原
美
枝
子

首
振
っ
て
昭
和
を
語
る
扇
風
機 

吉
岡
　
　
　

表
札
に
動
か
ぬ
ま
ま
の
蝸
牛 

菅
沼
う
め
の

窓
拭
い
て
若
葉
の
山
を
近
づ
け
る 

根
岸
　
君
子

世
に
お
く
れ
つ
つ
も
一
人
の
心
太 

松
本
美
智
子

柿
青
葉
叩
い
て
干
せ
る
野
良
ズ
ボ
ン 

金
子
　
つ
ぢ

広
び
ろ
と
青
空
映
し
田
水
張
る 

倉
谷
　
節
子

夫
婦
し
て
減
ら
ぬ
口
数
心
太 

岩
田
美
代
子

父
の
日
や
青
い
山
脈
歌
い
継
ぐ 

猿
渡
　
弥
生

早
や
夕
餉
小
さ
き
幸
の
冷
奴 

宮
入
　
つ
る

ホ
ー
ム
に
も
華
や
ぎ
の
あ
り
更
衣 

露
木
て
る
子

張
り
終
え
し
田
水
に
映
る
夕
陽
か
な 

竹
村
真
砂
美

雲
間
よ
り
の
ぞ
く
山
脈
田
水
張
る 

芹
澤
　
徳
光

古
傷
の
痛
む
予
報
や
梅
雨
寒
し 

原
野
　
楽
天

蟻
一
匹
う
ろ
つ
い
て
ゐ
る
雨
模
様 

四
ツ
車
梢
月

通
し
鴨
番
と
見
え
る
茶
ヶ
谷
橋 

松
村
　
信
篤

あ
ぢ
さ
ゐ
や
今
日
は
三
色
鮮
や
か
に 

皆
川
志
ん
ご

世
は
常
に
輪
廻
転
生
夏
落
葉 

天
沼
　
子
平

満
開
の
桜
に
映
え
る
上
田
城
址
真
田
を
偲
ぶ
櫓
三
棟 

宮
治
友
美
枝

ミ
ニ
ト
マ
ト
玄
関
先
で
実
が
二
つ
色
づ
き
は
じ
め
今
朝
も
青
空 

徳
江
　
道
子

野
の
道
を
ゆ
く
は
叶
わ
ず
き
ら
め
け
る
犬
ふ
ぐ
り
の
花
見
ず
な
り
て
久
し 

宇
田
川
時
子

青
空
に
風
も
吹
き
た
り
凧
あ
げ
に
は
し
る
お
じ
さ
ん
少
年
の
顔 

土
屋
ト
ミ
子

亡
き
母
の
好
物
な
り
し
き
ゃ
ら
ぶ
き
煮
生
ぶ
き
ざ
く
ざ
く
刻
み
て
作
る 

山
口
　
幸
子

桜
花
散
り
敷
く
庭
に
小
雀
の
五
、
六
羽
あ
そ
ぶ
　
何
ん
と
可
愛
ゆ
き 

山
根
喜
美
代

〝
お
母
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
〞
こ
ち
ょ
う
蘭
持
ち
く
れ
し
嫁
の
眼
差
し
優
し 

亀
山
　
文
子

新
聞
の「
声
」の
欄
よ
り
切
り
抜
き
ぬ「
短
歌
詠
む
一
〇
〇
歳
」「
清
貧
ム
ヒ
カ
氏
」 

安
藤
　
　
慧

今
夜
あ
た
り
が
山
場
と
き
き
し
に
心
さ
わ
ぐ
友
の
訃
報
の
電
話
に
届
く 

平
澤
ま
さ
え

買
物
の
帰
り
娘
と
公
園
の
ベ
ン
チ
で
の
り
巻
き
　
格
別
の
味 

川
島
惠
美
子

雲
う
か
び
川
の
流
れ
に
ぼ
ん
や
り
と
さ
が
み
湾
ま
で
流
が
れ
流
れ
て 

吉
田
　
幸
子

疲
れ
出
で
い
つ
し
か
ま
ど
ろ
み
い
た
り
し
か
読
み
さ
し
の
本
ペ
ー
ジ
そ
の
ま
ま 

岡
元
　
芳
子

登
園
を
し
ぶ
り
ゐ
し
子
も
七
夕
の
短
冊
に
書
く
「
一
輪
車
に
乗
る
」 

杉
本
　
照
世

苔
む
し
ぬ
將
兵
の
墓
碑
哀
し
か
り
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
の
花
の
色
目
に
沁
む 

瀧
本
三
重
子

※

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
人
墓
地
に
て

寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

人
　
事

◆
昇
　進

〈
寒
川
神
社
〉

録

　
　事 

佐
原

　
　慧

主
事
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

◆
新
採
用

〈
寒
川
病
院
〉

看
護
師 

佐
々
木
崇
広

看
護
師 

大
久
保
め
ぐ
み

看
護
師 

日
浅

　朋
子

准
看
護
師 

岡
村
千
恵
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
五
月
一
日

看
護
師 

若
野

　真
紀

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

看
護
師 

安
藤
る
り
子

寒
川
病
院
嘱
託
職
員
を
命
ず
る

寒
川
病
院
総
看
護
師
長
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
六
月
一
日

看
護
師 

新
久
保
良
美

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

鈴
木
加
奈
美

介
護
福
祉
士 

大
沢
い
ち
こ

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

介
護
福
祉
士 

石
井
眞
左
子

神
恵
苑
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
六
月
一
日

◆
退
　職

〈
寒
川
神
社
〉

巫

　
　女 

櫻
木
谷
美
里

巫

　
　女 

長
濱

　理
衣

主

　
　事 

猿
橋

　由
唯

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日

〈
寒
川
病
院
〉

総
看
護
師
長 

安
藤
る
り
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日

看
護
師 

飯
野
博
史

看
護
師 

河
内
希
実
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

鴨
山
和
弘

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日

介
護
福
祉
士 

赤
城
基
予
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日

く

か
た
つ
む
り

と
こ
ろ
て
ん

つ
が
い

さ
ち

も

い

た
ん

か

禰
宜
就
任
の
ご
挨
拶

鈴
木 

康
宏

　
こ
の
度
、
四
月
一
日
付
を
も
ち
ま

し
て
神
社
本
庁
よ
り
寒
川
神
社
禰
宜

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り

浅
学
非
才
で
未
熟
な
私
が
こ
の
職
責

を
拝
命
い
た
し
ま
す
こ
と
は
、
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
そ

の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
私
は
昭
和
五
十
六
年
か
ら
寒
川
神

社
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
三
十

五
年
と
い
う
年
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
寒
川
大
明

神
の
御
加
護
の
も
と
で
大
過
な
く
奉

仕
出
来
得
ま
し
た
こ
と
は
、
宮
司
様
・

名
誉
宮
司
様
を
始
め
、
先
輩
・
同
輩
・

後
輩
諸
兄
、
ま
た
神
社
関
係
者
各
位
、

氏
子
の
皆
様
方
か
ら
の
余
り
有
る
ほ

ど
の
ご
教
導
の
賜
物
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
。
誠
に
有
難
く
深
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
他
方
現
在
で
は
、
寒
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
や
町
の
観
光
協
会
の
末
席

を
汚
し
乍
ら
、
地
域
の
社
会
活
動
に

も
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
大
切
な
知
己
を
得
る
こ

と
や
日
常
の
社
頭
奉
仕
で
は
得
難
い

経
験
が
実
践
で
き
、
た
い
へ
ん
有
意

義
な
こ
と
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
氏

子
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
密
接
に
し

て
、
地
元
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活

動
を
行
う
こ
と
が
、
延
い
て
は
大
神

様
の
御
神
徳
発
揚
の
一
助
に
な
っ
て

い
く
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
は
、
大
神
様
の
御
加
護
を
仰

ぎ
、
常
に
謙
虚
な
気
持
ち
を
も
ち
な

が
ら
、
更
な
る
御
神
徳
の
宣
揚
に
尚

一
層
誠
心
誠
意
精
励
い
た
し
、
寒
川

神
社
と
斯
界
発
展
の
為
に
、
宮
司
様

を
お
輔
け
申
し
上
げ
、
禰
宜
と
し
て

少
し
で
も
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
微
力

を
捧
げ
た
く
存
じ
ま
す
。
皆
様
方
に

は
、
何
卒
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

青少年だより

田植えを１週間後に控えたボーイスカウト神饌田でカブ隊・ボー
イ隊による田んぼde運動会が行われました。
記念すべき第１回大会となる今大会では、みんな泥だらけになり

ながらも好プレーが続出。観衆からも笑顔がこぼれる素敵な大会
となりました。
初めこそ、田んぼに入るのを躊躇していましたが、一旦泥だらけ

になってしまえばそんなことは関係ありません。子供も大人も田ん
ぼへダイブ。
行われた４種目全てで輝かしい成績が記録され、中でもビーチ

フラッグならぬ『田んぼフラッグ』は大盛り上がり。「2020年東京オ
リンピックの正式種目に!!」と、みんなが感じる１日となりました。

第1回 田んぼde運動会 開催

動 静
 2日 入館奉告祭（少年館）
  入館式（少年館）
 4日 始業式（少年館）
 10日 餅つき大会用よもぎつみ（CS・BS）
 24日 相模川鮎放流奉仕（少年館・CS・BS）

４月

 3日 寒川町剣道大会参加（少年館）
 3日 餅つき・バザー大会（CS・BS・VS・RS）
 29日 相模川美化キャンペーン参加（少年館・BS）

５月

 5日 発団記念奉告祭（CS・BS・VS・RS）
 12日 田んぼde運動会（CS・BS）
 19日 神饌田田植え（CS・BS・VS・RS）

６月

スカウト募集中！
小学2年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館
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http://www.samsan.jp

☎0467-75-5555 FAX0467-75-5556
〒253-0106 高座郡寒川町宮山3835-1

結婚式・披露宴・初宮詣・七五三詣・
成人式・還暦式など各種お祝いのご会食
参拝会食・忘年会・新年会・歓送迎会
同窓会・創業記念など各種のご宴会

ご予約・お問合せは

貸衣裳展示会
【開催時間】（平日）10：00～16：00  （土・日・祝日）10：00～17：00
【開催日程】7/23㈯～8/5㈮・8/17㈬～9/30㈮
　　　　　※8/6㈯～8/16㈫お盆休み

毎週火曜日とお盆休みを除き、貸衣裳のご予約・展示を随時承っております。
ご会食・お父様、お母様の貸衣裳、着付、ヘアセット等ご希望がございましたら、
係までご相談くださいませ。

結婚式
寒川比古命と寒川比女命を
お祀りする寒川神社。本殿
で結婚の奉告をした新郎・
新婦は、人力車に揺られて
挙式を行う参集殿に向かう。
夫婦神に見守られて、新し
い人生の門出を迎えよう 10時

～16時

ブライダルフェア …10月16日㈰・11月26日㈯

祝七五三祝七五三

神
じんじゃ

社にはなぜ馬
うま

がいるの？ 絵
え ま

馬って何
なに

？
神
じんじゃ
社で馬

うま
を見

み
たことはありませんか？ 寒

さむかわじんじゃ
川神社で

も神
しんもん
門の横

よこ
にある神

しんめしゃ
馬舎に木

き
でできた馬

うま
がいます。

全
ぜんこく
国の大

おお
きな神

じんじゃ
社には必

かなら
ずと言

い
っていいほど馬

うま
がい

ます。生
い
きた馬

うま
がいる神

じんじゃ
社もあります。でも、どう

して神
じんじゃ
社に馬

うま
がいるのでしょうか？

それは「神
かみさま
様の乗

の
り物
もの
」だからです。昔

むかし
から日

に
本
ほん
で

は馬
うま
は神
かみさま
様の乗

の
り物
もの
として、とても大

だい
事
じ
にされてき

ました。神
じんじゃ
社では、神

かみ
様
さま
がいつ降

お
りて来

こ
られてもい

いように、常
つね
に「乗

の
り物
もの
」を準

じゅんび
備してお待

ま
ちしてい

るんです。
ちなみに、神

じんじゃ
社にいる馬

うま
のことを「神

しん
馬
め
」といい、

特
とく
に決

き
まりはありませんが、そのほとんどが白

しろ
い馬
うま

です。

お願
ねが
い事
ごと
をするときや、お願

ねが
い事
ごと
が叶
かな
ったお礼

れい
をするときに、

神
かみさま
様に奉

ほうのう
納する木

き
の板
いた
のことを「絵

え
馬
ま
」といいます。あまり

「馬
うま
」と関

かんけい
係なさそうなのに、どうして「絵

え
馬
ま
」というのでしょ

うか？
昔
むかし
の日

に
本
ほん
では、神

じんじゃ
社にお願

ねが
い事
ごと
をするときに、生

い
きた馬

うま
を

奉
ほうのう
納する風

ふうしゅう
習がありました。それは、馬

うま
が「神

かみさま
様の乗

の
り物
もの
」と

して大
だい
事
じ
にされていたからです。でも、神

じんじゃ
社でたくさんの馬

うま
の

世
せ
話
わ
をするのも、お参

まい
りの度

たび
に馬
うま
を奉
ほうのう
納するのも大

たいへん
変です。

そこで、生
い
きた馬

うま
から、だんだん馬

うま
の像
ぞう
を奉
ほうのう
納するようになり、

さらに、馬
うま
の絵

え
を描

か
いた板

いた
を奉
ほうのう
納するようになりました。これが

「絵
え
馬
ま
」の起

き
源
げん
です。

今では、馬
うま
以
い
外
がい
のいろいろな絵

え
が描

か
かれた絵

え
馬
ま
がありますが、

大
だい
事
じ
なものを奉

ほう
納
のう
しているという意

い
味
み
は変

か
わっていません。

神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の

平
成
28
年
2
月
よ
り
内
科
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
相
原
康
之
で
す
。
出
身
は
神
奈
川
県
で

18
歳
ま
で
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
で
育
ち
ま
し
た
。

私
の
両
親
は
寒
川
の
お
隣
の
門
沢
橋
の
出
身
で

し
て
寒
川
は
小
さ
い
頃
よ
り
両
親
の
実
家
に
行

く
際
に
神
社
参
道
を
行
き
来
を
し
て
お
り
、
初

め
て
手
に
し
た
自
家
用
車
の
お
祓
い
も
寒
川
神

社
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
は
浜
松
医

科
大
学
を
昭
和
55
年
に
卒
業
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
で
は
内
分
泌
、
糖
尿
病
、
肝
臓
、
呼
吸

器
を
専
門
と
す
る
医
局
に
属
し
ま
し
た
が
、
研

修
医
2
年
目
は
静
岡
労
災
病
院
（
現
浜
松
労

災
病
院
）
で
循
環
器
と
消
化
器
の
研
修
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
時
は
日
本
で
よ
う
や
く

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
が
さ
れ
始
め
た
頃
で
、
研

修
先
の
病
院
も
果
敢
に
導
入
を
し
て
い
ま
し
た

が
心
カ
テ
を
し
て
も
冠
動
脈
を
見
る
だ
け
の
時

代
で
し
た
。
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
治
療
が
循
環
器

の
柱
に
な
る
の
は
も
っ
と
後
の
時
代
に
な
り
ま

す
。
愛
知
県
岡
崎
市
の
市
中
病
院
を
へ
て
富

山
医
科
薬
科
大
学
（
現
富
山
大
学
医
学
部
）

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
30
歳
の
時
に
郷

里
の
神
奈
川
県
へ
戻
る
お
話
を
頂
き
鎌
倉
市
の

鎌
倉
病
院
に
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
、
と

り
あ
え
ず
神
奈
川
に
戻
っ
て
今
後
の
身
の
振
り

方
を
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
内
科

医
は一
人
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

疾
患
に
ひ
と
ま
ず
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

る
診
療
に
忙
殺
さ
れ
て
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状

況
で
し
た
。
家
族
も
で
き
臨
床
医
と
し
て
は
そ

れ
な
り
に
充
実
し
た
日
々
を
夢
中
で
過
ご
す
う

ち
30
年
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

親
子
孫
3
代
で
か
か
っ
て
こ

ら
れ
る
患
者
さ
ん
も
い
た
り

し
て
い
つ
し
か
地
域
医
療
が

私
の
居
場
所
な
の
か
な
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
今
、
日
本
は
高
齢
化
が
加
速
し
て
お
り
診

療
さ
せ
て
頂
く
患
者
様
も
大
半
が
後
期
高
齢

者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
の
方
は
複
数
の

疾
患
を
抱
え
体
力
の
衰
え
か
ら
介
護
が
必
要
な

方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
医
療
機
関
に
か
か
る

き
っ
か
け
は
何
ら
か
の
疾
患
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

疾
患
の
治
療
が
終
了
し
て
も
そ
の
方
の
抱
え
る

問
題
が
解
決
出
来
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
と
い
う

例
が
大
半
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
介
護
が
必
要
な

人
を
自
宅
で
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
介
護
に
家

族
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
ら
れ
る
分
一
億
総
活
躍
社

会
と
相
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
独

居
や
老
夫
婦
の
み
の
世
帯
な
ど
家
族
構
成
や

経
済
状
況
な
ど
患
者
様
の
家
族
背
景
は
様
々

で
す
。
在
宅
療
養
、
在
宅
介
護
が
本
人
や
家

族
に
と
っ
て
幸
せ
で
あ
る
場
合
も
悲
劇
で
あ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
私
が
医
師
に
な
っ
た
頃
は
病

気
を
診
ず
に
人
を
み
よ
と
教
育
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
で
は
病
気
だ
け
で
は
な
く
本
人
と

そ
の
家
族
を
み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

寒
川
病
院
に
来
て
看
護
部

や
リ
ハ
ビ
リ
、
地
域
連
帯
室

の
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
様
の
様
々

相
談
に
の
っ
て
機
敏
に
動
い
て

い
る
の
を
み
て
こ
れ
か
ら
の
病

院
の
在
り
方
を
見
る
思
い
が

し
て
お
り
ま
す
。
私
も
少
し

で
も
力
に
な
っ
て
患
者
様
と

そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

病院
だより

宗教法人寒川神社寒川病院 内科医長 相原康之
相 原 医 師よりご 挨 拶

午前
月 火 水 木 金 土

午後
◯

◯
◯ 第2・4週

相原医師診療日
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後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

「
み
そ
汁
」の
丁
寧
語
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
お
み
そ
汁
」
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す

が
、
よ
り
丁
寧
に
言
え
ば「
御
御
御
付
け（
お
み

お
つ
け
）」と
な
り
ま
す
。「
お
み
そ
汁
」く
ら
い
で

あ
れ
ば
分
か
り
易
い
で
す
が「
御
」が
３
つ
も
つ
い

た「
御
御
御
付
け
」に
な
る
と
、も
う
原
型
も
あ

り
ま
せ
ん
。

日
本
語
に
は
食
べ
物
の
丁
寧
語
が
い
く
つ
も

存
在
し
ま
す
。「
ご
飯
」や「
お
菓
子
」な
ど
の
ほ

か
、実
は「
お
で
ん
」も
丁
寧
語
で
す
。

食
べ
物
の
丁
寧
語
が
こ
れ
ほ
ど
存
在
す
る
国

は
日
本
以
外
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
人
の
食
べ
物
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
感

謝
が
込
め
ら
れ
た
、
世
界
に
誇
れ
る
文
化
だ
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
犬
）

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
と
本
年
4
月
の
九

州
・
熊
本
地
震
に
お
け
る

被
災
地
支
援
の
一
環
と
し

て
、鈴
の
音
を
祈
り
の
象
徴

と
捉
え
、
下
記
の
通
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
境
内
各
所
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』
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